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研究成果の概要（和文）：学習コミュニティの構築を目的とした生涯学習ポータルサイトの開発を中心に，学習コミュ
ニティ支援機能，生涯学習情報自動収集・分類機能，生涯学習情報検索機能などを開発した．
　ポータルサイトは生涯学習情報の推薦・検索，eポートフォリオなどの機能を有し，放送大学の学生と講師を対象に
運用を行った．学習コミュニティ支援機能は多様な学習形態を統合的に支援し，機能拡張性とコンテンツの相互運用性
を実現した．生涯学習情報の自動収集・分類は自動判定では不可避な誤りを人間が訂正するようなUIを開発した．生涯
学習情報検索では連想的な検索方式を開発した．さらに博物館の来館者の感想を相互に共有できるシステムを開発・評
価した．

研究成果の概要（英文）： In order to build a learning community, a portal site for lifelong learning and i
ts peripheral technologies, such as learning community support, collection and classification of lifelong 
learning information, and search method for lifelong learning information were developed.
 The portal site includes search and recommendation of lifelong learning information and e-portfolio, whic
h has been used by students and lecturers of the Open University of Japan. The technology for learning com
munity allows a variety of forms of learning with achieving high functionality expandability and interoper
ability. As for collection and classification technology, a user interface was developed for facilitating 
correction of errors inevitably caused by automatic collection. Furthermore, associative search technology
 was developed. Finally, as an application, a comment sharing system for museum visitors was developed and
 evaluated.
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１．研究開始当初の背景 
 これまで報告者らは「知の国際交流を支援
するネットワーク学習コミュニティの形成
に関する研究(H15-17 基盤 A)」において，学
習コミュニティの基盤として電子教材や学
習オブジェクト等の学習リソースの共有・再
利用サービスが有効であると考え，そのため
にメタデータ国際標準への対応，著作権管理
システム，遠隔交流を支援するソフトウェア
基盤，遠隔学習コミュニティの参加者が満足
して利用できる品質を備えたネットワー
ク・インフラストラクチャ FOSS(Free and 
Open Source Software)を効果的に活用した
コンピューティング環境などを研究開発し
てきた.その成果をもとに，世界の高等教育の
学習リソースを検索・利用できるポータルサ
イト NIME-glad や UPO-NET を開設してき
た. 
 今後，これらのサービスがカバーする学習
リソースの範囲を，高等教育から生涯学習に
まで広げて，より多くの人々の学習に貢献す
る計画であるが，そのためには，より広範囲
から多量の情報を収集・処理する必要があり，
自動化技術の開発は必須である.また，これま
での運営経験から，学習リソースの共有・再
利用だけでは，大部分の利用者のサイト訪問
が一過性のものにとどまることが分かった. 
 先行研究より，学習者の動機付けや継続性
の向上に，学習者を学習コミュニティに帰属
させることが大きな役割を果たすことはよ
く知られている.その先行事例として，高等教
育の分野であるが，米国の MERLOT 
(Multimedia Educational Resources for 
Learning and Online Teaching)などの学習
リソース共有・再利用機関が，ネットワーク
上の不特定多数の利用者を能動的なアクタ
ーとしてコミュニティに積極的に巻き込ん
でいく技術やサービス（Web2.0）を導入し，
高等教育コミュニティ形成の支援に活用し
ている. 
 学習コミュニティをどのように構築する
かという方法論については，マーケティング
的な立場からの構築ノウハウの蓄積や，社会
学的な立場からのマクロ分析を行った研究
についてはこれまでにも多数行われてきた.
しかし，個々のネットコミュニティにおいて，
どういう出来事や社会的関係が参加者のコ
ミットメントを深めたり，逆にネットコミュ
ニティから遠ざけたりするのか，どのような
文化（制度やモラルなど）が自発的に発生す
るのかなどについて，具体的な事例をもとに
した文化人類学的研究はこれまであまり行
われてこなかった. 
 
２．研究の目的 
学習者を能動的なアクターとしてコミュニ
ティに積極的に巻き込んでいく方策を提案
することを目標におき，生涯学習におけるコ
ミュニティのライフサイクルの探究を行う. 
そのような生涯学習コミュニティを形成す

るための生涯学習ポータルサイトおよび学
習コミュニティ支援ツールを開発し，併せて
より有益な生涯学習リソースを，より低コス
トで提供することを目的として，それに必要
となる学習情報の自動収集・分類を行い，そ
れを検索する方式に関する研究も行う． 
 
３．研究の方法 
生涯学習ポータルサイトの開発を核とし

て，その周辺技術として学習コミュニティ支
援機能，生涯学習情報の自動収集・分類機能，
生涯学習情報検索機能を並行して開発した．
生涯学習ポータルサイトは放送大学の面接
授業を受講する学生と講師を対象に運用を
行い，機能の評価・改良を実施するとともに，
学習コミュニティのライフサイクルに関す
るデータを収集・分析した．また，ノンフォ
ーマル教育への展開として，博物館での展示
を見た感想を来館者間で共有できるシステ
ムを開発して評価実験を行った． 
 
４．研究成果 
(1)生涯学習ポータルサイト 
生涯学習情報を包括的に提供し，参加した

学習者のコミュニティ構築を支援すること
を目的とした生涯学習ポータルサイト
ManaPia(http://www.manapia.jp)を開発し
た．ManaPia の主要な機能を次に挙げる． 
①学習者向け機能 

生涯学習情報検索・推薦・申込機能 
学び日記：ブログ形式の e ポートフォリオ 
メッセージ機能：教育実施主体や他の学習

者や講師とのメッセージ交換 
②教育実施主体向け機能 

生涯学習情報登録機能 
受講者受講受付・登録管理機能 
生涯学習講座評価機能 

③講師・教員向け機能 
学習管理システム LMS（Moodle ベース） 

④システム運営者向け機能 
アカウント管理 
投稿情報管理 
検索語集計機能：検索に使われたキーワー

ドを集計して出力 
ManaPia に導入された LMS 上で，放送大

学の統合認証を利用して学生がアクセスで
きる相互評価サイトを開設し，放送大学の全
国 50 箇所の学習センターで開講された面接
授業「初歩からのパソコン」における学生に
よるプレゼンテーションの相互評価を実施
することで，これまで SNS を利用していな
かった学生の利用を促進した．また，LMS
上に「初歩からのパソコン」担当講師専用サ
イトを開設して担当講師同士の情報交換と
教材共有を行った，共通シラバス，共通テキ
スト，および担当講師が必要に応じて改変で
きるモデル教材を置くことで，学習目標と教
授法を共有するとともに，担当講師の授業内
容や工夫を実践報告として登録してもらう
ことで，PDCA サイクルを通じてこの授業の



質保証に貢献した． 
(2)学習コミュニティ支援機能 
学 習 コ ミ ュ ニ テ ィ 支 援 機 能 と し て

Learning Design 規格によるグループ学習機
能と SCORM 規格による学習者適応の枠組
みを融合した学習支援プラットフォームの
開発を行った．ここでは，自己学習，グルー
プ学習などの多様な学習形態を統合的に支
援し，カスタマイズに柔軟に適応可能な機能
拡張性と，学習方略記述を含むコンテンツの
相互運用性の両立を図った．そのために，教
材オブジェクトと呼ぶプログラムモジュー
ルをインクリメンタルに追加可能なシステ
ムアーキテクチャを適用し，自己学習および
グループ学習用の教材オブジェクトの開発
を進めた． 
グループ学習については，代表的なグルー

プ学習方略である Jigsaw 法と作問学習を取
り上げて，これを実現するための教材オブジ
ェクトを開発した．Jigsaw 法では，学習主
題に関連する複数の学習項目を設定し，学習
者を項目ごとのグループに分けて学習させ，
次に，異なる学習項目に属する学習者を同一
のグループに割り当てて議論・発表させる．
これをオンラインの学習コミュニティで行
うためには，柔軟なグループ分けとグループ
間の進捗の調整が必要となる．このような機
能を実現するために「ゲート」，「ブランチ」，
「グルーピング」の 3 種の教材オブジェクト
を開発し，Jigsaw 法の流れが実現できるこ
とを確認した． 
作問学習は，複数の学習者が，自ら問題を

作成・議論・改良することで学習主題に関す
る理解を深めることを狙いとしている．この
ために，作成した問題の動的な追加・修正，
問題に付随する議論，問題の教材としての提
供・利用，といった機能が求められる．この
ような機能を実現するために，「問題内容」
の学習資源と「議論」教材オブジェクトから
構成される「問題」教材オブジェクトを動的
に生成し，「問題」教材オブジェクト・「議論」
教材オブジェクト中の状態遷移表で，複数学
習者による問題の修正・議論の流れを制御す
る構成を検討して，基本機能を開発した． 
(3)生涯学習情報の自動収集・分類 
地方自治体や高等教育機関等において，公

開講座など生涯学習における教育実践が盛
んに行われている．しかし，その実施に関す
る情報は市町村，図書館，大学等の様々な 
Web サイト上に分散して存在しており，学
習者は求める情報へたどり着くことは容易
ではない．そこで Web 上の生涯学習情報を
自動収集することを通じて，学習者が求める
生涯学習情報を適切に提供する手法を確立
することを目的とする．そのために高等教育
機関 1213 校の生涯学習情報を掲載してい
る 7225 件の Web ページに共通して用いら
れている用語の傾向を調べ，その結果を基に
生涯学習情報の自動判定手法を提案した．ま
た収集した生涯学習情報を含む Web ページ

群から，検索等に用いるメタデータを抽出す
るため，ページ群の差異を利用する機械的な
抽出と，機械的な抽出で生じる誤りを人間が
訂正する UI を併用する半自動抽出を行うシ
ステムを開発して性能評価した． 
(4)生涯学習情報検索機能 
インターネット上で公開されている生涯

学習情報を効率的に利用するには，必要なコ
ンテンツを探し出すための検索機能が不可
欠になる．特に，講義映像の場合，映像から
必要な部分だけを検索し，再生するためには，
映像の部分ごとのメタデータ付与が必要に
なる．このため，音声認識を用いた講義映像
の「あんな検索」を実現した．「あんな検索」
とは，利用者が検索したい対象のイメージを
キーワード的に表現することが難しい場合
や，連想的に検索を行う場合に対応する検索
である．提案システムでは，講義映像を対象
として，まず，講師の顔検出を行い，その配
置等の変化により講義映像の分割を行う．次
に，それぞれの部分映像に対して音声認識を
行い，キーワードの抽出を行う．最後に，抽
出されたキーワードの類似度が高い部分映
像同士が近くなるように空間的に配置を行
うことで，講義映像の連想的な検索を直観的
に行う方式を実現した. 
(5)ノンフォーマル教育への展開 
生涯教育の一環として博物館の来館者の

学習を支援する目的で、感想共有システムを
開発した。人権教育においては，多様な個人
的背景を持った他者と出会い，その存在を認
め，寛容性を養っていくことが重要な学習目
標の一つであると言われている．来館者に行
った予備調査結果を基に，公開の許諾を得た
461 名の手書きの感想文をテキストデータ化
した上でタブレット端末を用いて来館者に
提示，共有するシステムを開発した．開発し
たシステムを用いて 21 名の被験者を(a)人権
教育展示の鑑賞中に本システムを使用する
群，(b)鑑賞後に使用する群，(c)使用しない群
の 3 群に分けて評価実験を行った結果，本シ
ステムを使用することにより鑑賞者の興味
を引き出し，他者への共感およびさらなる思
慮を促す点で有効である可能性が示された．
また，他者の感想文を閲覧するタイミングと
して，鑑賞中よりも鑑賞後を好む傾向がみら
れた． 
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